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10
月
16
日
に
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

小
澤
典
明
首
席
調
整
官
が
町
役
場
を
訪
れ
、戸
嶋
町
長
に

対
し
、関
西
電
力
に
よ
る
業
務
改
善
計
画
の
取
組
状
況
、信

頼
回
復
や
地
域
共
生
に
か
か
る
取
り
組
み
へ
の
国
の
指
導

方
針
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー･

原
子
力
政
策
に
つ
い
て
の
方
針
を
示
し
、安
全
性
向
上
対
策

工
事
が
完
了
し
た
美
浜
発
電
所
３
号
機
の
再
稼
働
に
対
す

る
町
の
理
解
と
協
力
に
つ
い
て
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、今
回
の
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、今
後
、美
浜

発
電
所
3
号
機
の
安
全
性
向
上
対
策
等
に
つ
い
て
確
認
す
る

と
と
も
に
、町
議
会
や
町
民
に
対
し
て
、国
の
方
針
や
発
電
所

の
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
説
明
し
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏

ま
え
、再
稼
働
の
是
非
に
つ
い
て
判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、国
か
ら
示
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　関西電力の取り組み等に対する国の評価及び指導方針
　（１）業務改善計画について
　・業務改善命令に基づき再構築したコンプライアンス体制が機能しており、国民に
　　信頼される組織に生まれ変わる歩みを着実に進めているものと評価できる。
　・信頼回復には時間がかかるが、社長のリーダーシップのもと、適切かつ公正
　　な事業運営に向けた不断の取り組みを進めるよう求めた。
　・国としても、引き続きフォロー ･監督していく。

　（２）地域共生について
　・金品受領問題により、立地地域そのものに疑念の目が向けられたことについ
　　ての地元の憤りは認識している。
　・関西電力自らが、地域の一員として嶺南地域の理想実現に汗をかき、主体的
　　な取り組みを積み重ねていくよう責任をもって指導していく。
　・｢エネルギー・原子力政策は国民の信頼の上に成り立つ ｣との認識のもと、
　　緊張感をもって政策を実行していく。

国
が
町
に
対
し
て

美
浜
発
電
所
３
号
機
の
再
稼
働
へ
の

理
解
と
協
力
を
要
請

美浜発電所の状況について

２　我が国のエネルギー・原子力政策について
　・安全性の確保を大前提に、原子力規制委員会により、規制基準に適合する
　　と認められた原子力発電所については、地元の理解をいただきながら再稼
　　働を進めていく方針は揺るがない。
　・気候変動問題への対応や不測の事態も念頭に置いた ｢ 準国産エネルギー ｣
　　の確保は重要な課題であり、再生可能エネルギーだけでなく、原子力発電
　　を活用していくことの重要性は、ますます高まっている。

３　美浜３号機の再稼働について
　・2030 年のエネルギーミックスの実現には、比較的新しい発電所のみに頼る
　　のではなく ｢40 年超運転 ｣ を順次実現していくことが極めて重要であり、
　　美浜 3号機の再稼働について、美浜町の理解と協力をお願いする。
　・再稼働に向けては、関西電力自らが地元との信頼関係を積み重ねていくこと
　　はもとより、国としても地元の理解と協力を得るように取り組むとともに、
　　エネルギー政策や原子力政策、原子力災害対策等を丁寧に説明していく。

戸嶋町長に国の方針を説明する小澤首席調整官 (左から 2番目 )
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美
浜
発
電
所
3
号
機
の

安
全
性
向
上
対
策
工
事
が
9
月
18
日
に
完
了

　関西電力㈱美浜発電所 3 号機では、福島第一原子力発電所事故を踏ま

えて定められた新規制基準への適合や自主的な安全性向上のため、平成

29 年 6 月から発電所の安全性向上対策工事が実施されてきました。

　約 3 年 3 か月の期間を経て、本体工事が 9 月 18 日に完了し、同日、

美浜発電所の高畠勇人所長から戸嶋町長へ工事完了報告が行われました。

工事完了報告を行う美浜発電所の高畠所長 (左 )

【完了した工事の主な状況を写真でお知らせします】

タービン建屋

海

海

海

1号2号

3号

4

1

5

3

2

緊急時対策所

免震事務棟

外海側防潮堤

3 号防潮堤

水タンク

構台

外周防潮堤 ( 盛土部 )

外周防潮堤 ( 防護壁部 )

3 号機を津波から守るため ｢3 号防潮堤 ｣ を設置外周防潮堤 ( 防護壁部 )

原子炉格納容器外部遮へい壁

構台
緊急時対策所

免震事務棟

1

発電所の重要な個所を津波から守るため、
｢ 外周防波堤 ( 盛土部 )｣ を設置

23

● 水を保管しておく重要なタンクを地震に強い
ものに取り替え ･ 強化

● 国内最大級以上の竜巻から重要機器を守る
ため、鋼鉄製の金属ネットや鋼板を設置

4

5

3号機

1･2号機

3 号防潮堤

緊急時対策所

原子炉容器等を守り、放射性物質を閉じ込め

る原子炉格納容器や外部遮へい壁の耐震性

を向上させるため、壁の鉄筋や補強材を増設

構台 ( 原子炉格納容器等にアクセスするた

めの作業台 ) を地震に強いものに作り替え

非常用ディーゼル発電機の燃料タンクを大

容量で地震に強いものに変え、鉄筋コンク

リートで地下に埋設

事故の即時対応や長期化し

た場合の支援(要員の宿泊、

待機、資材受入 ) 目的とし

て ｢ 免震事務棟 ｣ を新設

事故制圧や拡大防止を図

るための対策本部として

｢ 緊急時対策所 ｣ を新設

外海側防潮堤

･ 電源、冷却機能の強化

･ 使用済燃料プールの耐震補強や地震の揺れに

  強いラックに取り換え

･ 中央制御盤をデジタル式に取り替え

･ 重要なケーブルの防火措置

･ 炉内構造物の取り替え

・溶けた燃料の冷却 ･ 格納容器の破損防止対策

･ 格納容器内の水素爆発防止対策

 その他の主な工事

タ
ー
ビ
ン

原子炉格納容器

建
屋

美浜発電所配置図
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令和元年度 決算報告

① 町税･･･町民税、固定資産税、軽自動車税等、町
に納められる税金

⑧ 地方譲与税･･･地方揮発油譲与税、自動車重量譲
与税、森林環境譲与税、地方道路譲与税

⑨ 各種税交付金･･･利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自
動車取得税交付金、環境性能割交付金

⑩ その他交付金･･･地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金

⑪ 地方交付税･･･地方公共団体が一定水準の行政サー
ビスを提供できるよう、財政状況に応じて国から交
付されるお金

② 分担金及び負担金･･･一定の事業により特別な利
益を受ける者からその事業に要する経費の全部ま
たは一部を受益に応じて徴収するお金

③使用料及び手数料
　使用料･･･総合体育館等、公の施設の使用料等
　手数料･･･税の証明や住民票の交付等の手数料

⑫ 国庫支出金･･･国が公益性を認め、その事業を実
施するために国から交付されるお金

⑬ 県支出金･･･市町村の特定の事業等の経費に対し
て県から交付されるお金

⑤ 繰入金･･･一般会計･特別会計･基金等の会計間で
相互に資金運用するお金

⑥ 諸収入･･･ほかの収入科目に含まれない収入。延
滞金や預金利子、雑入等

⑭町債･･･各事業を行うために町が借り入れるお金

⑦その他･･･財産収入、繰越金

①議会費･･･議会活動にかかる経費

② 総務費･･･自治振興、広報、戸籍、統計、選挙等
にかかる経費

③ 民生費･･･児童福祉･障がい者への福祉サービスや
老人福祉の増進、保育園の管理･運営にかかる経費

④ 衛生費･･･保健衛生、ごみ処理等、衛生的な生活
のためにかかる経費

⑤労働費･･･労働者への貸付等にかかる経費

⑥ 農林水産業費･･･農林水産業の施設整備･振興や農
業委員会の運営にかかる経費

⑦ 商工費･･･中小企業の振興育成･雇用促進、観光振
興にかかる経費

⑧ 土木費･･･道路･橋･河川･町営住宅の管理や都市計
画にかかる経費

⑨消防費･･･消防署や水防･防災対策にかかる経費

⑩ 教育費･･･小中学校の管理･運営、体育施設の管理
運営、社会教育、学校給食にかかる経費

歳入

歳出

歳出 ※ (　) は対前年比

用 明説語

名　称 金　額 対前年比

町民税
個 人 4億8,102万円 ＋1.3%

法 人 1億7,022万円 ＋16.7%

小　計 6億5,124万円 ＋5.0%

固定資産税 20億2,667万円 －1.9%

軽自動車税 3,438万円 ＋4.6%

たばこ税 6,926万円 ＋0.7％

入 湯 税 135万円 －4.9%

合　計 27億8,290万円 －0.2%

 町税の内訳

令和元年度

決算報告
　9月2日に開会された令和2年第5回町議会定例会で令和元年度の決算が認定されました。

　今月号では、令和元年度に皆さんから納められた税金や、国または県からの収入がどのよう

に使われたのかを報告します。

　町には、お金を出し入れ

するために3つの財布を用意

しています。

■美浜町の3つの財布

町民 1 人あたりに使われたお金
( 令和 2 年 3 月 31 日時点の人口 9,324 人で計算 ) 約96万 7 千円

歳入 ※ (　) は対前年比

※ 実際の決算額は円単位ですが、分かりやすく
するために万円単位で表示しています。

①町税
27 億
8,290 万円

(-0.2％ )

③使用料及び手数料　9,245 万円 (+4.7％ )

⑦その他　5 億 6,806 万円 (+4.2％ )

⑤繰入金　5 億 5,531 万円 (+43.2％ )

⑥諸収入　2 億 3,953 万円 (+26.8％ )

⑧地方譲与税　5,662 万円 (+5.3％ )

⑨各種税交付金　2 億 22 万円 (-7.6％ )⑩その他交付金　4,163 万円 (+825.7％ )

⑪地方交付税
9 億 4,987 万円 (+6.7％ )

⑫国庫支出金
　18 億
　7,753 万円

(+15.2％ )

⑬県支出金
17 億
2,382 万円
(+6.8％ )

⑭町債 4 億 5,809 万円 (-3.6％ )

歳入
97億
7,364万円
(+6.5%)

①議会費　9,483 万円
(-1.5％ )

②総務費
19 億 3,284 万円

(-0.3％ )

③民生費
19 億
1,190 万円

(+13.1％ )
④衛生費
11 億
4,331 万円
(-2.3％ )

⑤労働費　3,844 万円 (±0.0％)

⑥農林水産業費
　6 億 2,952 万円 (-24.8％ )

⑧土木費
8 億 7,299 万円 (+18.2％ )

⑨消防費
5 億 1,822 万円 (+68.4％ )

⑩教育費
8 億 1,764 万円 (-8.0％ )

⑪公債費　3 億 8,105 万円 (+1.2％ )

歳出
90億
2,092万円

⑦商工費
6 億 8,018 万円 (+45.8％ )

(+4.6％ ) ②分担金及び負担金　1 億 149 万円 (-15.4％ )

自主財源 (45.7％ )

依存財源 (54.3％ )

④寄附金･･･個人･団体から贈与されたお金

④寄附金　1 億 2,612 万円 (-26.5％ )

③ 企業会計
　一般の会社と同じ会計方式を

とる財布です。

　現在、町には1つだけ「上水

道事業会計」という会計があり

ます。(8頁)

② 特別会計
　特定の事業を行うために必要

なお金を出し入れする財布で

す。この財布の中は、10個に

仕切られており、｢診療所事業｣

や｢国民健康保険事業｣等があり

ます。(8頁)
① 一般会計
　町の基本的な行政サービ

スを行うために必要なお金

を出し入れする財布で、通

常はこの財布にお金を入れ

たり、そこから払ったりし

ています。(6～7頁)

⑪ 公債費･･･地方債の元金及び利子の支払いにかか
る経費

国
庫･

県
支
出
金
や
繰
入
金
等
の
増
収

自
主
財
源
は
全
体
の
半
分
を
下
回
る

大
型
事
業
の
実
施
に
伴
う
増
額

　
　
　

和
元
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出
決

　
　
　

算
額
は
、90
億
２
，０
９
２
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、3
億
９
，９
６
６
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
額
の
主
な
要
因
と
し
て
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
工
事
や
耳
川
橋

改
修
工
事
、
農
村
婦
人
の
家(

山
上)
の
放
射

線
防
護
対
策
工
事
、
若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
内
の
太
陽
光
発
電
設
備
整
備
工

事
の
ほ
か
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
山
頂
公

園
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
か
か
る
補

助
や
新
た
な
遊
覧
船
の
シ
ス
テ
ム
開
発
業

務
と
い
っ
た
大
型
事
業
の
実
施
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
農
林
水
産
業
費
は
、
定
置
漁

業･

底
曳
網
漁
業
振
興
対
策
事
業
や
基
幹
水

利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の

完
了
等
に
よ
り
、
2
億
７
９
９
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、5
億
９
，８
５
６
万

円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
要
因
と
し
て
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造

高
度
化･

転
換
理
解
促
進
事
業
補
助
金
や
地

方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
等
の
増
に
よ
る
国

庫
支
出
金
の
増
収
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

大
規
模
改
修
や
道
路
整
備
等
に
係
る
特
定

目
的
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る
繰
入
金
の
増

収
、原
子
力
災
害
対
策
事
業
費
補
助
金
や
水

産
業
強
化
支
援
事
業
補
助
金
等
の
増
に
よ
る

県
支
出
金
の
増
収
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

令令
施
設
を
使
っ
た
時
に
支
払
わ
れ
る
使
用
料

等
、
町
が
自
分
の
力
で
収
入
と
し
た｢

自
主

財
源｣

と
、国
や
県
か
ら
交
付
を
受
け
た｢

依

存
財
源｣

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
割
合
を
見
る
と
、自
主
財
源
が
前
年

度
比
１･

１
㌽
減
の
45･

7
％
、依
存
財
源
が

54･

3
％
と
な
っ
て
お
り
、歳
入
の
半
分
以
上

を
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
や
町
債

(

借
金)

等
で
賄
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

自
主
財
源
の
割
合
が
大
き
い
ほ
ど
、
行

政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
で
き

る
た
め
、
町
で
は
、
今
後
も
町
税
等
の
自

主
財
源
比
率
を
増
や
す
た
め
の
施
策
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
和
元
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
、97
億
７
，３
６
４
万
円
で
、

般
会
計
の
歳
入
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
町
税
や
町
の

一般会計
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会計 内容 歳入 歳出 差引額

診療所事業 東部診療所と丹生診療所を運営する
ための会計 1億2,524万円 1億2,524万円 0円

国民健康保険事業 自営業の方や退職者等の医療費等を
給付するための会計 13億6,916万円 12億5,299万円 1億1,617万円

後期高齢者医療事業 75歳以上の高齢者等の保険料を収納･
納付するための会計 1億2,954万円 1億2,901万円 53万円

介護保険事業 介護保険の給付や高齢者の生活支援
等を行うための会計 12億2,403万円 11億1,171万円 1億1,232万円

簡易水道事業 簡易水道施設の整備･管理を行うた
めの会計 2億258万円 1億8,548万円 1,710万円

集落排水処理事業 集落排水処理施設の整備･管理を行
うための会計 1億6,230万円 1億6,211万円 19万円

公共下水道事業 公共下水道施設の整備･管理を行う
ための会計 5億9,787万円 5億9,315万円 472万円

産業団地事業 産業団地の整備等を行うための会計 2万円 1万円 1万円

住宅団地事業 住宅団地の整備や分譲促進を行うた
めの会計 1億552万円 2,150万円 8,402万円

道路用地取得事業 国道27号交通安全事業にかかる道路
用地取得を行うための会計 3億3万円 2億8,004万円 1,999万円

会計 収入 支出 差引額

上水道事業
収益的収支(水道料等での収支) 1億5,576万円 1億4,235万円 1,341万円

資本的収支(施設建設等の収支) 9,160万円 1億3,510万円 －4,350万円(※1)

会計 内容 歳入 歳出 差引額

　特別会計とは、特定の事業を行うために一般会計とは別に設けられている会計のことで、
それぞれの会計が独自で収入 ･ 支出の経理をしています。
　町の特別会計は全部で 10 会計で、それぞれの決算額は次のとおりです。

会計 収入 支出 差引額

　企業会計は法律で設置が義務付けられている会計で、美浜町は、地方公営企業法の「水
道の給水人口が 5,000 人を超える自治体」に該当するため、上水道施設の整備 ･ 管理を
行う上水道事業会計を設けています。

( ※ 1) 資本的収支で不足した 4,350 万円は、将来、施設改修のために保有している資金で補てんしました。

美
浜
町
の
財
政
状
況
は
健
全
で
す

　

｢

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

で
は
、4
つ
の
財
政
指
標
と
、

公
営
企
業
会
計(

美
浜
町
で
は
、上
水
道
事
業
、簡
易
水
道
事
業
、集
落
排
水
処
理
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
産
業
団
地
事
業
、
住
宅
団
地
事
業
が
該
当)

の
資
金
不
足
比
率
で
、

自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
算
定
の
結
果
、
美
浜
町
は
い
ず
れ
の
指
標
も
基
準

値
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財
政
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率

15%

20%

20%

30%

25% 35%

20%

350%

不足なし

〈各指標〉 健全 悪化

黄
信
号 赤

信
号

各 

指 

標 

の 

説 

明

黒 字

黒 字

9.2%

74.4%

⑤資金不足比率 不足なし

各各
指
各

の

指
標
の

明
説
明

①実質赤字比率
　一般会計等 ( 美浜町では一般会計、診療所事業、道路用地取得事業 )
の赤字から財政運営の深刻度をみる比率。美浜町では、一般会計等決算
の実質収支 ( ※ 2) が黒字となるため、比率は表記されません。

②連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率。美浜町では、
全会計の実質収支が黒字となるため、比率は表記されません。

③実質公債費比率
　借金の返済負担の重さを示す比率。

④将来負担比率
　町が抱える負債の残額から将来財政への圧迫をみる比率。

⑤資金不足比率
　公営企業会計の資金不足額から経営状況の深刻度をみる比率。美浜町
では、6 会計とも資金不足がないため、比率は表記されません。

( ※ 2) 歳入総額から歳出総額を差し引き、更に、次年度に繰り越して行う事業に必要な財源を差し引いたもの。

■令和元年度の主な事業

美浜町の値
　万が一、原子力発電所で事故が発生して環境中へ放
射性物質が放出された際に、要配慮者や住民等がその
場に留まらざるを得ない場合に備え、農村婦人の家 ( 山
上 ) に放射線防護対策を実施しました。
　また、当該施設での屋内退避に必要となる備蓄品や
資機材を配備しました。

■要配慮者等屋内退避施設整備事業
1億8,161万円[事業費] 

　平成 9 年に建設された保健福祉センターの老朽化対策と
して、適切かつ効率的な改修 ･ 保全を行い、施設の長寿命
化を図りました。また、内部改修により、子ども・子育て
サポートセンターを整備しました。

■保健福祉センター大規模改修事業
4億9,219万円[事業費] 

　再生可能エネルギーを活用した新たな遊覧船を開発するた
め、国立大学法人東京海洋大学と三方五湖等の環境条件に
適合した電池推進船システムを開発するとともに、必要とな
る機器の調達等を行いました。

■三方五湖ゾーン整備事業 2億5,813万円[事業費] 

　株式会社レインボーラインが実施したレインボーラ
イン山頂公園等の整備に対して補助を行いました。

■三方五湖に浮かぶ天空テラス整備事業
1億5,264万円[事業費] 

特別会計

企業会計

名称 交付金額 事業名 概要

電源立地地域対策交付金 9億1,993万円

 ･公共施設等維持運営事業
 ･保育園運営事業
 ･ すくすく美浜っ子サポー

ト事業　　　　　　等

 町内公共施設の職員人件費や光熱水費、
 管理委託料、保育園の職員人件費、子ど
 もの医療費助成等に活用しました。

原子力発電施設等立地地域
基盤整備支援事業交付金

3億9,238万円
 ･簡易水道事業
 ･ 保健福祉センター大規模

改修事業　　　　　等

 老朽化した配水管敷設替工事や上水道事
 業への統合に向けた配水管の敷設工事、
 はあとぴあ改修工事、改修工事のための
 基金造成等を行いました。

広報･調査等交付金 　  1,429万円
 ･原子力関連広報事業
 ･原子力関連調査事業

  原子力関連の広報誌等の発行や広報番組
 の放送、掲示板等の維持管理、町原子力
 環境安全監視委員会の開催、関連施設の
 調査研修や情報収集等を行いました。

　町には、原子力発電所が立地していることにより、国や県から ｢ 電源立地地域対策交付金 ｣ や ｢ 原子力発電施設等立地地
域基盤整備支援事業交付金 ｣ 等が交付されています。町では、これらの交付金を活用して次のような事業を実施しました。

原子力発電所の立地に伴う交付金の活用状況

令和元年度 決算報告

　若狭美浜インター産業団地内において、太陽光発電の売
電収入を活用した企業誘致施策を推進するため、太陽光発
電設備を整備しました。

■公共用地等太陽光発電設備整備事業
[事業費] 2億8,360万円

リニューアルされたレインボーライン山頂公園からの眺望

電池推進実証船の完成予想図

農村婦人の家 ( 山上 )

整備された太陽光発電設備

保健福祉センターはあとぴあ 子ども ･ 子育てサポートセンター

↑ 外気を浄化して取
り 入 れ る た め の
フィルタリング装置



美浜町 緑のふるさと協力隊・地域おこし協力隊

わたしの美浜体験記
　美浜に移住した ｢ 緑のふるさと協力隊 ｣ や ｢ 地域おこし協力隊 ｣ の隊員が、美浜での活動記
録や体験から感じたこと等について紹介します。
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環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
132

　日本では、地球温暖化の影響により台風の大型化や豪雨、暖冬等、さまざま

な異常気象に見舞われています。また、世界においても大規模な森林火災や洪

水等、深刻な被害がもたらされています。

　地球温暖化は CO2 排出量の増加が大きな原因の一つと考えられており、福井

県においても温暖化を防止するためのさまざまな取り組みを実施しています。

誰でも手軽にできるエコなチャレンジ !!

～エコチャレふくい～

地球温暖化に対する取り組み

　福井県では、温暖化対策への理解を深め、自発的な省エネの取

り組みにつなげるため、平成 18 年度から温暖化ストップ県民運

動 ｢LOVE･ アース ･ ふくい ｣ 事業を実施しています。

　また、平成 30 年度からは、市町や環境ふくい推進協議会と連

携して開催する ｢ ふくいエコ生活推進会議 ｣ で、県下一斉の統一

行動日 ( エコチャレの日 ) を中心に省エネ運動を展開しています。

第
3
回

　

私
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
渓

流
の
里
で
魚
の
養
殖
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
協
力
隊
と
し
て
生
活
す
る
中
で
、
た

く
さ
ん
の
生
き
物
や
植
物
で
あ
ふ
れ
て
い

る
美
浜
の
自
然
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

美
浜
で
は
、
移
住
初
日
に
遭
遇
し
た
キ

ツ
ネ
を
は
じ
め
、
シ
カ
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、

ニ
ジ
マ
ス
、
イ
ワ
ナ
等
、
私
が
住
ん
で
い

た
兵
庫
県
神
戸
市
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
多
く
の
生
き
物
に
出
合
い
ま
し
た
。
ま

た
、
庭
に
生
え
る
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
木
や

ミ
ョ
ウ
ガ
、
家
の
裏
に
自
生
す
る
ゼ
ン
マ

イ
等
を
発
見
し
た
と
き
は
驚
き
を
隠
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

美
浜
町
は
、
身
近
に
自
然
が
あ
ふ
れ
て

お
り
魅
力
的
な
場
所
が
多
い
で
す
。
小
さ

な
頃
か
ら
こ
の
環
境
で
暮
ら
し
て
い
る
美

浜
の
人
た
ち
が
と
て
も
う
ら
や
ま
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。

【今月の執筆者】

前
まえ だ

田 義
よしひろ

博 隊員
兵庫県出身。
渓流の里で働いています。
ぜひ遊びに来てください。

美浜で出合った生き物たち

　

今
回
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
の
生
活
で
印

象
に
残
っ
た
生
き
物
を
紹
介
し
ま
す
。

　

1
種
類
目
は
、
サ
ケ
科
の
ヤ
マ
メ
と
い

う
魚
で
す
。
ヤ
マ
メ
は
日
本
海
側
に
注
ぐ

河
川
と
太
平
洋
側
に
注
ぐ
東
日
本
の
河
川

に
生
息
し
て
お
り
、
水
温
が
低
く
き
れ
い

な
渓
流
で
し
か
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ヤ
マ
メ
は
、
ど
う
猛
さ
と
臆
病
さ
を
兼

ね
備
え
て
お
り
、
釣
り
上
げ
る
の
が
難
し

い
魚
で
す
。
30
セ
ン
チ
を
超
え
る
ヤ
マ
メ

は｢

渓
流
の
女
王｣

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
釣

り
上
げ
る
こ
と
は
渓
流
釣
り
師
に
と
っ
て

の
憧
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
地
元
に
は
ヤ
マ
メ
が
生
息
し
て
い

な
い
た
め
、
こ
の
魚
を
釣
る
機
会
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
つ
い
に
美
浜
で
釣
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
念
願
叶
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
の
中
で
は
と

て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

2
種
類
目
は
、

ア
オ
ガ
エ
ル
科
の

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
で

す
。
山
地
の
渓
流

や
湖
、
周
辺
に
あ

る
森
林
等
に
生
息

し
て
い
ま
す
。
繁

エコにチャレンジ！

　｢ エコチャレふくい ｣ では、季節ごとにテーマを設定し、個

人や企業 ･ 団体の方の省エネ活動に関する投稿を受け付けてい

ます。皆さんが普段から取り組んでいる省エネ活動を投稿して

みませんか？

身近なエコチャレの事例

　①長時間使わないときはコンセントを抜く。

　　⇒待機電力を削減できます。

　②宅急便は通知サービスを利用して１回で受け取る。

　　⇒再配達で排出される CO2 を削減できます。

　③車の発進はふんわりアクセルを心がける。

　　⇒普通の発進より少し緩やかに発進すると燃費が改善します。

　④エコバックやマイボトルを活用する。

　　⇒過剰包装やペットボトルのゴミを削減できます。

　⑤料理で使ったお湯は食器のつけ置き洗いに利用する。

　　⇒お湯の有効活用と節水につながります。

地域おこし協力隊

投稿ポイントを
集めて景品Ｇｅｔ!

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当･山口)　☎32‐6703

エコチャレの投稿はこちらから⇒

自
然
の
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
い
る
町

渓
流
の
女
王 

ヤ
マ
メ

清
流
の
歌
姫 

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル

↑ 釣り上げたヤマメ

殖
期
に
繁
殖
の
た
め
の
鳴
き
声
を
出
す
の

が
特
徴
で
、そ
の
美
し
さ
か
ら｢

清
流
の
歌

姫｣

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
に

は
、ペ
ッ
ト
と
し
て
河
鹿
籠
と
い
う
専
用
の

籠
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

関
東
の
方
で
は
、絶
滅
危
惧
種
に
も
指

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、美
浜
町
の
川
で
採
取

し
た
と
き
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。現
在
、

私
の
挑
戦
の
一
つ
と
し
て
、渓
流
の
里
の
養

殖
池
で
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
繁
殖
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

美
浜
に
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

多
種
多
様
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

↑ 繁殖中のカジカガエル

↑ 庭に生えていたサンショウの木



12広報みはま2020.11 月号13

〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

 FAX　0770-32-1115( 代表 )

 HP　http://www.town.mihama.

      fukui.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

※お問い合わせ先　町エネルギー政策課 防災･原子力対策室(担当・田村) ☎32‐6716

実 施 日 時 情報伝達手段 放 送 内 容

11月5日(木)

午前10時頃

防災行政無線
及び

音声告知放送

 

防災行政無線を用いた全国一斉の

注)当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

緊急情報の伝達試験を実施します

　

県
と
市
町
が
、
税
の
徴
収
率
の
向
上
や

新
規
滞
納
者
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
税
の
滞
納
者
へ
の
滞
納
処
分
や

催
告
、
納
税
に
関
す
る
広
報
活
動
等
を
集

中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
　

県
総
務
部
税
務
課
納
税
推
進
室

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
５
１
５

　
　

町
税
務
課(

担
当･

青
池)

☎
32
‐
６
７
０
２

11
月
、
12
月
は
県
下
統
一

滞
納
整
理
推
進
月
間
で
す

問
　
　

 

福
井
県
地
方
法
務
局･

　
　

福
井
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
４
２
１
０

｢

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

問
　

11
月
12
日
か
ら
全
国
一
斉｢

女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

強
化
週
間
と
し
て
、

電
話
相
談
の
開
設
時
間
を
拡
大
し
ま
す
。

　

職
場
で
の
い
じ
め
や
ス
ト
ー
カ
ー
、セ
ク

シ
ュ
ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、一

人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
12
日(

木)

〜
18
日(
水)

● 

期
間

● 

受
付
時
間

　

 (

平
日)

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

　

(

土
日)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

● 

相
談
窓
口０

５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

10
月
1
日
か
ら
、
敦
賀
警
察
署
美
浜
交

番
の
加
入
電
話
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
浜
交
番
に
ご
用
の
方
は
、
敦
賀
警
察

署
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

福
井
県
警
敦
賀
警
察
署

☎
25
‐
０
１
１
０

美
浜
交
番
の
電
話
の
廃
止
に
つ
い
て

問

< チャイム >こちらは防災美浜町です。ただ今から訓練放送を行います。

こちらは防災美浜町です。これで訓練放送を終わります。< チャイム >

｢緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練放送です。｣(3回)
< 緊急地震速報チャイム音 >

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
兵
庫
千
鶴
子
氏
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
の
加
茂
正
和
氏
が
退

任
さ
れ
、
新
た
に
柴
田
利
郎
氏
が
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　

(

担
当･

大
同
美
智
代)☎

32
‐
６
７
０
８

● 

美
浜
町
教
育
委
員
会
委
員

・
森
本 

克
行 

氏(

教
育
長･

新
庄)

(

任
期
：
令
和
2
年
10
月
1
日
〜
令
和
5
年
9
月
30
日)

美
浜
町
教
育
長
及
び

教
育
委
員
会
委
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た

問

　
　

 

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　

防
災
指
令
課　
　

☎
20
‐
０
１
１
９

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
開
始
の
お
知
ら
せ

問
　

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
は
、 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、聴
覚
や
言
語
機

能
の
障
が
い
で
音
声
で
の
会
話
が
困
難
な

方
が
、 

い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
通
報
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、チ
ャ
ッ
ト

方
式
で
消
防
本
部
と
文
字
会
話
が
可
能
に

な
り
、簡
単
に
や
り
と
り
で
き
ま
す
。

・
敦
賀
美
方
消
防
組
合
の
管
轄
地
域
内
に

  

在
住
、
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方

・
聴
覚
や
言
語
機
能
に
障
が
い
が
あ
り
、

  

音
声
電
話
に
よ
る
通
報
が
困
難
な
方

● 

利
用
対
象
者(

全
て
を
満
た
す
方)

※ 

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

 

詳
し
く
は
、
敦
賀
美
方
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は｢

く
ら
し
を
支
え
る

税｣

で
す
。
税
の
仕
組
み
や
役
割
、
使
い

道
等
を
考
え
、
税
に
対
す
る
理
解
を
一
層

深
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やT

ツ
イ
ッ
タ
ー

w
itter

で
は
、
次
の
も
の
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●  

ド
ラ
マ
仕
立
て
の
動
画
や
最
新
の
デ
ー

タ
等
を
基
に
、国
税
庁
の
仕
事
や
取
り
組

み
、税
の
役
割
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
　

敦
賀
税
務
署　

総
務
課☎22

‐
９
２
６
５

11
月
11
日
〜
17
日
は

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

で
す

問
●  

国
税
庁
レ
ポ
ー
ト
等
、
国
税
庁
の
1

年
間
の
活
動
や
そ
の
年
の
話
題
に
つ
い

て
、
統
計
資
料
等
を
交
え
な
が
ら
説
明

し
て
い
ま
す
。

税
に
関
す
る
作
品
展
が開

催
さ
れ
ま
す

　
　

敦
賀
税
務
署　

総
務
課☎

22
‐
９
２
６
５

　

11
月
11
日(

水)

〜
17
日(

火)

● 

期 

間

● 

会 

場

　

敦
賀
駅
交
流
施
設
オ
ル
パ
ー
ク
1
階

(

敦
賀
市
鉄
輪
町
1
‐
1
‐
19)

● 

内 

容

　

小
学
生
や
中
学
生
、
高
校
生
の
税
に
関

す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

問

・
兵
庫 

千
鶴
子 

氏

(

教
育
長
職
務
代
理
者･

河
原
市)

(

任
期
：
令
和
2
年
10
月
1
日
〜
令
和
6
年
9
月
30
日)

・
柴
田 

利
郎 

氏(

委
員･

久
々
子)

(

任
期
：
令
和
2
年
10
月
1
日
〜
令
和
6
年
9
月
30
日)

　

内
閣
府
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト｢

内
閣
府
防
災｣

を
開
設
し｢

避
難

行
動
判
定
フ
ロ
ー(

※)｣

を
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
時
か
ら
、
居
住
地
域
の
災
害
リ
ス
ク

や
と
る
べ
き
行
動
を
確
認
し
、
緊
急
時
に

適
切
な
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

｢

避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー｣

を

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
確
認
で
き
ま
す

LINE公式
アカウント
｢内閣府防災｣
ＱＲコード

※ 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
併
せ
て
確
認
す
る

こ
と
で
、
と
る
べ
き
避
難
行
動
や
適
切

な
避
難
先
を
判
断
で
き
る
フ
ロ
ー
。

町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

防
災･

原
子
力
対
策
室(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
１
６

問

11月は児童虐待防止推進月間です！

　児童虐待はどの家庭でも起こる可能性があります。
虐待かもしれないと思ったら、ためらわずにご連絡ください。
連絡した人の秘密は守られます。
　 ▼町子ども ･ 子育てサポートセンター

  ☎ 32‐0192

　 ▼福井県児童相談 24 時間ダイヤル
　　   ☎ 0776‐24‐3654

～ 189(いちはやく)  知らせて守る  こどもの未来 ～

　 ▼児童相談所全国共通ダイヤル ☎ 189

子ども虐待防止
オレンジリボン

● 

美
浜
町
教
育
長

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
森
本
克
行
氏
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
〝
あ
い
あ
い
〞

ほ
っ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す

　

美
浜
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
町

長
と
町
民
が
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、

町
政
に
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
町
民
対
話

｢

地
域〝
あ
い
あ
い
〞ほ
っ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ｣

を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対象区域 開催日 会場

中央小学校区 11 月 13 日
( 金曜日 ) なびあす

東小学校区 11 月 18 日
( 水曜日 )

美浜東小学校
体育館

西小学校区 11 月 20 日
( 金曜日 )

三方青年の家
艇庫

■開催日時 ･場所等
　開催時間：午後 7 時～ 8 時 30 分町

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

(

担
当･

伊
藤)

☎
32
‐
６
７
０
１

問
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　9 月に開催された美浜町公共交通会議において、過去の利用実績やアンケート調査結果、利用者の意見等

を踏まえて検討し、コミュニティバスの運行内容の変更が決定しました。町では今後も、利用される皆さん

の意見を検討し、より良い公共交通を実現できるよう取り組んでまいります。

11月 1日よりコミュニティバスの運行内容が変わります！

※お問い合わせ先　町住民環境課 (担当・西村) 　☎32‐6703

■ダイヤ改正 ■バス停の廃止

■バス停の位置変更、待合所の新設

運行内容の主な改正点

　・ＪＲ小浜線や福鉄バスへの接続に配慮し、

　　全路線のダイヤを改正します。（東美浜駅

　　からの接続にも配慮）

　・朝時間帯の利便性向上のため、目的地まで

　　の所要時間の短縮を行います。

対象路線 バス停名 ( 集落名 )

丹生線 農業構造改善センター ( 菅浜 )

丹生線、日向線 ゆうあいひろば ( 松原 )

新庄線 浅ヶ瀬、松屋 ( 新庄 )

　主要地方道佐田竹波敦賀線の開通に伴い、丹生線の菅浜バス停及び北田バス停の位置を変更するとともに、

待合所を新設します。( 菅浜バス停待合所は、年内に設置工事が完了する予定です )

対象路線 バス停名 待合所設置箇所

①
丹生線

菅浜バス停 ( 新 ) 県道 33 号佐田竹波敦賀線沿い　菅浜地係

② 北田バス停 県道 33 号佐田竹波敦賀線沿い　北田地係

■バス停の名称変更

対象路線 変更前 変更後

全路線 美方病院 レイクヒルズ

丹生線 菅浜 ( 現行 ) 菅浜生協前

■当日の予約締切時間の変更

変更前 変更後

当日予約は各便始発の 1 時間 30 分前まで 当日予約は各便始発の 1 時間前まで

■勤労者体育センターへの停車
　新たに、丹生線の往路 2 便目 ( 路線定期便 ) 及び復

路 3 便目 ( 予約便 ) にて停車します。

広報みはまと併せて、コミュニティバスの利
用案内 ( 時刻表や予約方法等を記載 ) を全
戸配布しておりますので、ご確認ください。

①菅浜バス停待合所 ②北田バス停待合所

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

11
月
21
日(

土) 

午
前
10
時
〜
正
午

                   

午
後
1
時
〜
3
時

● 

日
時

● 

会
場

● 

予
約

☎
０
７
７
０
‐
52
‐
７
８
３
０

【
県
嶺
南
会
場
】

県
嶺
南
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(

小
浜
市
白
鬚
１
１
２)

11
月
26
日(

木) 

午
前
10
時
〜
正
午

● 

日
時

● 

会
場

● 

予
約

☎
22
‐
８
１
１
５

【
敦
賀
市
会
場
】

敦
賀
市
役
所

(

敦
賀
市
中
央
町
2
丁
目
１
‐
１)

　
　

 

県
嶺
南
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
０
‐
52
‐
７
８
３
０

問 11
月
27
日(

金) 

午
後
5
時
〜
7
時

● 

日
時

● 

会
場

● 

予
約

☎
０
７
７
０
‐
53
‐
１
１
４
０

【
小
浜
市
会
場
】

小
浜
市
役
所

(

小
浜
市
大
手
町
6
番
3
号)

　

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
、
弁
護
士
ま
た
は
司
法
書

士
が
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
き
ち
ん
と

し
た
手
続
き
を
取
れ
ば
多
重
債
務
は
解
決

で
き
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

教
室･

講
座･

説
明
会
等

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

11
月
17
日(

火)

午
後
7
時
〜
8
時

● 

日　

時

● 

会　

場

な
び
あ
す

● 

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

● 

定　

員

2
人(

要
事
前
申
し
込
み)

● 

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

藤
木)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

イ
ベ
ン
ト･

行
事

Ｍ
ｉ
ｈ
ａ
ｍ
ａ 

Ａ
ｒ
ｔ
展
を

開
催
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
今
年
の｢

み
は
ま
ナ
ビ
フ
ェ
ス

２
０
２
０｣

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

作
品
展
示
に
つ
い
て
は｢

Ｍ
ｉ
ｈ
ａ
ｍ
ａ 

Ａ
ｒ
ｔ
展｣

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

(

担
当･

渡
辺
未
来)

☎
32
‐
１
２
１
２

問 10
月
24
日(

土)

〜
11
月
8
日(

日)

● 

期　

間

● 

会　

場

な
び
あ
す

● 

内　

容

町
文
化
協
会
員
や
な
び
あ
す
講
座
受
講

者
の
作
品
の
ほ
か
、
個
人
作
品
の
展
示

も
行
い
ま
す
。

ポ
ル
タ
De'
フ
ァ
ツ
ィ
オ
リ

第
2
回
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
し
ま
す

　

フ
ァ
ツ
ィ
オ
リ
製
ピ
ア
ノ
Ｆ
３
０
８
を

活
用
し
、
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
公

開
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

(

担
当･

渡
辺
未
来)

☎
32
‐
１
２
１
２

問

11
月
28
日(

土)

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

● 

日　

時

● 

会　

場

な
び
あ
す

年
末
調
整
説
明
会
の
中
止
に
つ
い
て

敦
賀
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
22
‐
９
２
６
８

問
　

例
年
11
月
に
開
催
し
て
い
る
年
末
調
整

説
明
会
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
開
催

を
中
止
し
ま
す
。

　

年
末
調
整
に
関
す
る
各
種
情
報
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
特
集
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
い
る
ほ
か
、
国
税
庁
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
番
組(W

eb
-T
A
X
-T
V
)

に
年
末

調
整
に
関
す
る
動
画
を
掲
載
し
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｅ
Ｖ
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

開
始
し
ま
す

　

県
で
は
、
Ｅ
Ｖ(

電
気
自
動
車)

を
活

用
し
て
行
う
Ｖ
Ｐ
Ｐ(

仮
想
発
電
所)

実

証
事
業
の
一
環
と
し
て
、
嶺
南
各
市
町
に

1
台
ず
つ
Ｅ
Ｖ
を
配
置
し
ま
す
。
会
員
登

録
を
行
い
予
約
す
る
こ
と
で
、
ど
な
た
で

も
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

日
産　

リ
ー
フ

● 

配
置
す
る
Ｅ
Ｖ

　

わ
か
さ
東
商
工
会
美
浜
支
所
駐
車
場

● 

配
置
箇
所

　

10
円
〜
15
円
／
分

※ 

15
分
か
ら
利
用
可
能
。

　

初
回
利
用
時
は
13
円
／
分
。

　

2
回
目
以
降
の
料
金
は
、
安
全
運
転
ス

コ
ア
に
応
じ
て
変
動
し
ま
す
。

● 

利
用
料
金(

税
抜)

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ｢

Ｐ
ａ
ｔ
ｔ
ｏ｣

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
会
員
登
録
を
行
い
、

車
両
の
予
約
や
利
用
、
決
済
を
行
い
ま
す
。

● 

利
用
方
法

県
嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
室

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
２
３
０

問
　

事
業
の
概
要
及
び
ア
プ

リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
、

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

● 

そ
の
他
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水晶浜でドライブインシアター
最高のロケーションで映画を楽しむ

↓空がたそがれる中、スクリーンに映し出された映像

　10 月 3 日に ｢ タソガレシアター @ 水晶浜 ｣ が開催され、
多くの来場者でにぎわいました。
　同イベントは、新型コロナの影響で海開きが中止となった
水晶浜を盛り上げようと有志らが企画 ･ 開催したものです。
　来場者らは、水平線に沈んでいく夕日を眺めて楽しんだ後、
駐車場に設置された巨大なスクリーンに映し出された映画を
車の中から楽しんでいました。( 関連第 23 頁 )

↓Ｗｅｂ会議ツールを活用して開催された講演会

　9 月 17 日に、各集落の区長 ･ 自治会長等を対象と
した集落づくり講演会がなびあすで開催されました。
　同講演会は、集落元気プラン策定の参考にしてもら
おうと、町が ｢ 集落づくりサポート事業 ｣ の一環とし
て開催したものです。
　参加者らは、講師の話から集落づくりの課題や先進
事例について学んでいました。

集落元気プランの策定に向けて

集落づくり講演会

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

河
村)

☎
32
‐
０
１
９
２

問 ○
育
児
講
座

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

↓夕日に染まる水晶浜を眺める来場者

Mihama　Information

◆｢

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会｣

11
月
19
日(

木)

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

● 

日
時

● 

会
場

● 

対
象

生
後
2
か
月
か
ら
7
か
月
の
子

ど
も
と
保
護
者(

町
内
優
先)

● 

講
師

塚
本 

由
美
子 

氏(

助
産
師)

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー(

は
あ
と
ぴ
あ
内)

● 

定
員

子
ど
も
10
人

● 

費
用

２
０
０
円

● 

内
容

オ
イ
ル
を
使
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
素

肌
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
す
。

11
月
2
日(

月)

か
ら

11
月
17
日(

火)

ま
で

● 

申
込

◆｢

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び｣

11
月
13
日(

金)

午
前
10
時
45
分
〜
11
時
15
分

● 

日
時

● 

会
場

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー(

は
あ
と
ぴ
あ
内)

● 

対
象

町
内
在
住
の
親
子
10
組

● 

講
師

重
兼 

和
美 

氏(

子
育
て
マ
イ

ス
タ
ー)

平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

● 

時　

間

● 
対　

象

見
え
方
で
お
困
り
の
方

● 

内　

容

福
祉
制
度
、
年
金
、
教
育
、

日
常
生
活　

等

● 

費　

用

無
料

羽
二
重
ね
っ
と(
福
井
県
視
覚
障
が

い
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク)

☎
０
７
７
６
‐
54
‐
５
２
８
０

問
　

羽
二
重
ね
っ
と
は
、
福
井
県
視
覚
障
が

い
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
視
覚

障
が
い
者
と
そ
の
家
族
を
包
み
込
む
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

文
字
を
読
む
の
に
便
利
な
道
具
や
目
が

見
え
に
く
く
て
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の

紹
介
等
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

見
え
方
で
お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

目
が
見
え
な
い･

見
え
に
く
い
方
の

無
料
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

　9 月 19 日から 22 日にかけて、町健康楽膳拠点施設
こるぱで秋の収穫祭が開催されました。
　収穫祭では、食事メニューへのデザート追加や新米
おにぎりのプレゼントが実施されたほか、アマチュア落
語家の若杯亭青葉さんによる落語会等が行われました。
　来場者は、さわやかな秋晴れの下、食事やライブ演奏、
落語等を満喫していました。　

こるぱ秋の収穫祭
秋の恵みを堪能

↓軽快な語り口で来場者を楽しませた若杯亭青葉さん ( 右 )

11
月
2
日(

月)

か
ら

11
月
11
日(

水)

ま
で

● 

申
込

みはま
“郷育プログラム”

関連講座

日時

会場

11月 7 日 ( 土 ) 午前 9 時～正午

町役場 ( 午前 9 時集合 )

講師 小牧 拓矢 氏 ( 町歴史文化館学芸員 )

内容 バスで移動しながら、美浜町内の石造物

を見て歩きます。

定員 15 人

道端の石造物を見て歩くⅢ
～文化遺産カードの地を巡る～

みはま土曜歴文講座
受講料

無 料

現地探訪

申込
締切 11 月 4 日 ( 水 ) まで

※お問い合わせ先　町歴史文化館(担当･松葉) ☎32‐0027

日時

会場

11月14 日 ( 土 ) 午後 0 時 30 分～ 4 時

町歴史文化館 ( 午前 11 時集合 )

講師 松葉 竜司 氏 ( 町歴史文化館副館長 )

内容 若狭西部 ･ 丹後街道沿いの道標を見て

歩きます。

定員 15 人

道端の石造物を見て歩くⅣ
～道標を巡る２～

現地探訪

申込
締切 11 月 11 日 ( 水 ) まで

↑磨崖仏(丹生) ↑六体地蔵石仏 ( 宮代 ) ↑若狭町日笠の道標
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丹後くろまつ号
JR小浜線に乗り入れ運行

↓おもてなしのプレゼントを受け取る乗客

　10 月 2 日から 4 日にかけて、京都丹後鉄道の観光
列車 ｢ 丹後くろまつ号 ｣ が JR 小浜線で運行しました。
　4 日には、JR 美浜駅に停車したくろまつ号を町民や
町関係者らが出迎え、町の特産品である鯖のへしこを
乗客にプレゼントしました。
　美浜駅に降りた乗客らは、へしこちゃんや町民らと記
念撮影をする等、おもてなしを喜んでいました。

美浜東｢美し野｣ニュータウン
分譲地現地見学会

↓町職員からの説明を聞く来場者

　10 月 3 日、4 日の 2 日間、美浜東 ｢ 美し野 ｣ ニュー
タウンの分譲地現地見学会が開催されました。
　同分譲地は平成 28 年に分譲を開始し、令和 2 年 10
月現在で 57 区画中 46 区画が売約済みとなっています。
　見学会には、2 日間で 11 組が来場し、町職員から
分譲地の見学や購入 ･ 住宅建築の支援策等についての
説明を受けていました。

小学校体育大会
優勝目指してみんなで協力！

↓合図と同時に綱を取り合う児童 ( 美浜中央小学校 ･9 月 26 日 )

　9 月 26 日に美浜中央小学校で、10 月 3 日に美浜西
小学校及び美浜東小学校で体育大会が開催されました。
　当日は、リレーや綱引き等の定番種目のほか、練習
を重ねてきた一輪車やリズム発表、応援合戦等、多く
の種目が行われ、盛り上がりを見せました。
　各校の児童らは、競技や応援を全力で楽しみながら
スポーツの秋を満喫していました。

げんげん歩
ぷ ら す

楽寿 健康講座
簡単な運動で健康な体づくり

↓講師の動きに合わせて体を動かす参加者

　9 月 23 日にはあとぴあで、24 日に町総合体育館で
げんげん歩楽寿健康講座が行われました。
　同講座は、健康プログラム及び介護予防講座の一環
として開催したもので、健診結果の見方講座や簡単な
体操、ナイトウォーキング等を行いました。
　参加者らは、体操やウォーキングを行いながら、健
康な体づくりに取り組んでいました。

育児講座｢パパとあそぼう!｣
親子でたくさんスキンシップ

↓講師から教わった遊びを実践する家族

　10 月 3 日に、育児講座 ｢ パパとあそぼう !｣ が子ど
も ･ 子育てサポートセンターで行われました。
　同講座は、父親に子どもとの遊び方等を学んでもら
おうと子育てマイスターの林昇平氏を講師に招いて開
催したもので、13 組の親子が参加しました。
　参加者らは、教えてもらったさまざまな遊びやスキ
ンシップに挑戦し、子どもと触れ合っていました。

すこやか長寿者訪問
これからもお元気で

↓戸嶋町長から米寿の記念品を受け取る松下正さん ( 久々子 )

　9 月 28 日と 29 日に、戸嶋町長が町内の 88 歳 ( 米
寿 ) と 99 歳 ( 白寿 ) 以上の方を訪問しました。
　今年、町内で米寿を迎えられる方は、10 月 1 日現在、
男性 18 人 ･ 女性 53 人の計 71 人、白寿以上の方は
男性 3 人 ･ 女性 8 人の計 11 人です。
　戸嶋町長は ｢ これからもお元気で ｣ と言葉をかけて
長寿を祝うとともに、記念品を手渡していました。

↓網に玉を投げ入れる児童 ( 美浜西小学校 ･10 月 3 日 )

↓全学年が参加した大玉転がし ( 美浜東小学校 ･10 月 3 日 )

美浜町防災士会設立総会

↓岡本教授 ( 右 ) の講演を聞く防災士の皆さん

　9 月 29 日に、美浜防災士会の設立総会がはあとぴ
あで行われました。
　同会は、防災士資格を有する町民のスキルアップや
情報交換等を目的に設立されたもので、地域の自主防
災力向上への寄与が期待されます。
　当日は、同会の顧問に就任した岡本拓夫教授 ( 福井
高専 ) からの講演も行われました。

自主防災力の向上を



20広報みはま2020.11 月号21

放 送 局

こやす か

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。

インフルエンザ予防接種で重症化を予防しよう！

地域の見守りポイントを確認しましょう
　高齢者や認知症の方が介護を必要としている一方で、介護を行う家族の方にも支援が求められています。

周囲の方々が、家族のSOSに気付いて地域包括支援センター等の行政機関につなげたり、声かけや見守り活

動を行ったりして介護者を孤立させないことが大切です。

※お問い合わせ先
　町健康福祉課 地域包括支援センター
　(担当･藤木)　☎32‐6704 ※お問い合わせ先　町住民環境課(担当･津原)　☎32‐6703

■地域全体で支えよう

　介護者である家族が心身ともに疲労して追い詰められた

結果、自覚のない虐待やうつ状態になることもあります。

　介護者である家族を責めるのではなく、安心して介護に関

する悩みを相談できるような地域を目指していきましょう。

※お問い合わせ先　子ども･子育てサポートセンター　(担当･大同) 　☎32‐0192

　町では、子育て支援事業｢すくすく美浜っ子サポート事業｣の一貫として、子どものインフルエンザ予防
接種にかかる費用の一部助成を行っています。

　ジェネリック医薬品は、新薬(先発医薬品)の特許が切れた後に販売が

許可される医療用医薬品です。現在国内での普及率は6割以上、美浜町

の国民健康保険では8割以上と利用者は年々増え続けています。

▼利用するメリットは？

　新薬の開発には大きなコストがかかります。ジェネリック医薬品は、

新薬の特許が切れた後に製造販売されるため新薬と比べて3～5割程度安

くなり、医療の質を落とさずに薬剤費負担を軽減することができます。

■対象者

●美浜町に住所がある

●平成20年4月2日～令和元年12月31日生まれ

●満1歳以上の子ども

■助成内容
助成券を使用することで、1人1回の接種につき

1,000円を助成(最大で2回接種分まで)

■助成券が使える医療機関
●浅妻内科(大藪)

●関根クリニック(興道寺)

●田辺整形外科医院(郷市)

●美浜町東部診療所(山上)

●美浜町丹生診療所(丹生)

●さわい皮ふ科クリニック(興道寺)

●レイクヒルズ美方病院(若狭町気山)

あなたのお薬は
ジェネリック医薬品ですか？

■地域の見守りポイント

・要介護者や介護者の体に不自然なあざ等がある。

・家から怒声がする。

・要介護者に会わせてくれない。

・介護者が疲れた様子である。

・ 介護者が周囲に相談できる人がいなくて困って

いる様子である。

・介護を必要とする人が何人もいる

・介護サービスを利用していない。

・介護サービスを嫌がる。

・自宅がごみ等で散らかっていたり、異臭がする。

・仕事や心配事等があり、介護者に余裕がない。

・介護者に病気や障がいがある。

・介護者も高齢である。

・ 介護者に近所付き合いがない、または、近所

付き合いをしなくなった。

高

低

緊
急
性

緊
急
性

以下のすべてを満たす方が対象です。
(対象者には個別に助成券を送付)

※ 医療機関によって接種可能な年齢や接種日時が違うため、
事前に電話で確認のうえ受診してください。

■接種期間
令和2年10月15日(木)～令和3年1月31日(日)

※ 上記期間外の接種は助成対象となりませんのでご注意ください。

ご協力のお願い
　助成券は10月15日から使えますが、高齢者への優先的な接

種のため子どもの接種開始は10月末を目途にしていただくよ

う、厚生労働省からご協力のお願いが発出されています。

　皆さまのご協力をお願いします。

■その他医療機関での予防接種
その他の医療機関で予防接種を受ける方も、別途

申請･請求することで予防接種費用の助成を受け

ることができます。
※ 申請様式は子ども･子育てサポートセンターまたは町ホーム

ページから取得できます。

▼ジェネリック医薬品は安全なの？
　ジェネリック医薬品は、新薬と有効主成分やその含有量が同じなので、

効果はほとんど変わらないうえ、同様の品質基準に基づいて製造されてい

るので安心･安全に利用できます。

①薬代が安くなります

　多くの人がジェネリック医薬品を利用することで、医療費の高騰を抑える

ことができ、結果的に医療保険制度を安定させることにつながります。

②医療保険制度の健全化につながります

▼ジェネリック医薬品に切り替えるには？
　医師や薬剤師にジェネリック医薬品の利用希望の意思をお伝えください。

　医師や薬剤師に直接伝えにくい場合には、保険証やお薬手帳に｢ジェネリッ

ク希望&相談シール｣を貼り付けて窓口へ提出することで、希望の意思を示す

ことができます。

▼薬の飲み合わせに注意しましょう
　薬の飲み合わせによって副作用が生じる場合があります。

　かかりつけ薬局の利用やお薬手帳を持参する等して、不要な薬をもらわないようにしましょう。

●飲み合わせや薬の重複のチェックで副作用などのリスクを減らせる

●病歴、副作用歴、アレルギーなどの情報を伝えられる

●お薬手帳の持参で窓口の支払いが安くなる

　(原則3か月以内に同じ薬局で処方せん受付をしている場合)

お薬手帳のメリット

すべての新薬に対してジェネリック医薬品が製造販売されているわけでは

なく、治療内容によっては適さない場合もあります。

　町住民環境課(担当･津原)　

　かかりつけ薬局の利用やお薬手帳を持参する等して、不要な薬をもらわないようにしましょう。　かかりつけ薬局の利用やお薬手帳を持参する等して、不要な薬をもらわないようにしましょう。
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ふるさと昔
よもやま話

9/1～9/30 受付分
(敬称略)慶弔慶弔

(103)

氏　名 住 所 年齢 届出人

出 村 　 國 日 向 92 出 村 　 茂

川 副 　 賢 木 野 73 川 副 博 行

山 口 末 美 小 倉 67 山 口 春 美

大 谷 吉 雄 久々子 80 大 谷 富 枝

棯 木 辻 江 松 原 95 棯 木 　 等

山　内　フサエ 佐 田 104 山 内 敏 秀

山 口 喜 一 河原市 91 山 口 智 哉

宇都宮　　　繁 佐 柿 73 宇都宮　　　陽

◎おくやみ

こたえ  ◯◯◯◯◯

①

②

③

⑤

⑥

⑧

④

⑦

⑨

⑪

★

★

⑩

★

★

★

－よこカギ－
① ○○○の日、11月にある国民の祝日
② 関心がないこと、興味を持たないこと
③ 強い力や勢いでおびやかすこと
　 おびやかされて感じる恐ろしさ
⑤ 北海道にある市の名前、新○○○空港
⑦ 水やアルコールに溶ける紫色の色素のこと
　 ○○○○試験紙はアルカリ性の判別に使う
⑨ 滋賀県にある日本最大の湖

－たてカギ－
① ある物が一時的に盛んになること
    急に熱狂的な人気の対象となること 
④ 官公庁や企業等、組織の部署･部門としての
　 課の責任者のこと
⑥ 生地を揚げ、蜜をからめて乾燥させた和菓子
⑧ 再開発や景観形成等、都市づくりを行うこと
⑩ 耐え忍ぶこと、こらえること
⑪ 水に浮かびながら、貝を石でたたいて割る
　 行動が有名なイタチ科のほ乳類

　締切りは、11月10日(火)（消印有効）です。
正解者の中から抽選で5人の方に記念品をお送
りします。
　メールで応募される方は、次のアドレスに送信
してください。
【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【QRコード】

●10月号の答え　中寺
●応募者総数は15人で全員正解でした。
　当選の発表は、記念品の発送をもってかえさせ
　ていただきます。

 ●応募方法
　★印のマスの文字を並べ替えると土地・地
区・場所の名称ができます。はがきに、答えと
住所、氏名(お便りも大歓迎！)を書いて、
｢広報みはまハートフルクイズ｣係(〒919-1192
美浜町郷市25-25）まで送ってください。

　（ 1歳3ヶ月 )ちゃん

　1歳過ぎてからたくさん歩けるよ

うになって、いろんな所を冒険しに

行くのが大好きなこうちゃん♡

　お兄ちゃんのことも大好きで追

い掛けごっこをしたり、絵本を読ん

だりして楽しく遊んでるよ～♪♪

毎日ニコニコいっぱい遊ぶぞーっ！

(°∀° )/

煌
こ う せ い

成  
松嵜 一さん ･ 信子さん

 (河原市) の次男

↑元若狭国守護武田元明の墓 ( 滋賀県高島市 ･ 寶幢院 )

本能寺の変と越前 ･若狭

～資料館秋季企画展より～

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

長 岡 佑
ゆ う ま

磨 男 雄嗣・篤子 松 原

北 山 慶
け い じ

司 男 政道・和代 河原市

塩 野 千
ち は や

颯 男 智基・育美 菅 浜

安 田 成
な る あ き

顕 男 宗浩・文野 佐 田

中 田 竣
し ゅ ん た

大 男
英祐・圭依 佐 田

中 田 遥
よ う た

大 男

　

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
は
、
10

月
24
日
か
ら
令
和
3
年
1
月
11
日
ま
で

の
期
間
で｢

戦
国
福
井
と
明
智
光
秀
企

画
展
②
本
能
寺
の
変
と
越
前･

若
狭
〜

光
秀
の
謀
反
が
も
た
ら
し
た
も
の
〜｣

を
開
催
し
ま
す
。

　

主
君
で
あ
る
織
田
信
長
か
ら
、
中
国

地
方
を
治
め
る
毛
利
氏
を
攻
め
て
い
る

羽
柴
秀
吉
の
援
軍
を
申
し
付
け
ら
れ
た

光
秀
は
、
天
正
10(

１
５
８
２)

年
6

月
2
日
早
暁
、
丹
波
亀
山
城
を
出
陣
し

ま
す
が
、
突
如
、
本
能
寺
に
宿
泊
中
の

信
長
を
襲
い
、
自
刃
に
追
い
込
み
ま
す

(

本
能
寺
の
変)

。
そ
の
後
、
京
や
畿
内

を
抑
え
る
べ
く
、
縁
戚
関
係
に
あ
る
丹

後
国
の
細
川
藤
孝
や
大
和
国
の
筒
井
順

慶
に
協
力
を
依
頼
し
た
も
の
の
、
主
君

を
討
っ
た
謀
反
人
の
光
秀
に
味
方
す
る

者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
光
秀
は
、

中
国
地
方
か
ら
大
返
し
を
し
た
秀
吉
と

山
城
国
山
崎
で
激
突(

天
王
山
の
戦
い)

し
ま
す
が
敗
れ
、
所
領
の
近
江
国
坂
本

城
に
逃
げ
る
途
中
、
小
栗
栖
の
竹
林
内

で
落
ち
武
者
狩
り
の
農
民
に
惨
殺
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
通
説
で
知
ら
れ
て
い

る
本
能
寺
の
変
か
ら
光
秀
の
最
期
ま
で

で
す
が
、
実
は
謀
反
人
の
光
秀
に
与
し
、

光
秀
と
共
に
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
消
え

た
勢
力
が
存
在
し
ま
す
。

　

元
若
狭
国
守
護
の
武
田
元
明
率
い
る

若
狭
衆
で
す
。
義
兄
弟
の
京
極
高
次
と

共
に
光
秀
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
元
明

は
、
旧
臣
た
ち
を
糾
合
し
、
信
長
の
重

臣
で
元
明
に
代
わ
っ
て
若
狭
国
支
配
を

担
っ
て
い
た
丹
羽
長
秀
の
居
城
、
近
江

国
佐
和
山
城
を
攻
め
ま
す
。
し
か
し
、

俗
に｢

三
日
天
下｣

と
い
わ
れ
る
よ
う

に
光
秀
時
代
が
短
命
に
終
わ
る
と
、
元

明
も
降
伏
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
江

国
海
津
の
寶ほ

う
ど
う
い
ん

幢
院
で
命
を
落
と
し
、
若

狭
武
田
氏
は
滅
亡
し
ま
す
。

　

一
方
、
越
前
国
を
治
め
、
当
時
は
越

後
の
上
杉
氏
と
越
中
魚
津
城
で
対た

い

じ峙
し

て
い
た
柴
田
勝
家
は
、
魚
津
城
を
攻
め

落
と
し
た
直
後
に
本
能
寺
の
変
を
知

り
、
前
線
撤
退
と
情
報
収
集
、
各
地
の

織
田
家
臣
団
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

越
前
国
に
隣
接
し
、
京
へ
の
最
短
ル
ー

ト
と
な
る
若
狭
国
の
動
向
に
も
注
視
し

て
お
り
、
国
吉
城
主
粟
屋
勝
久
親
子
へ

元
明
の
挙
兵
に
応
じ
ぬ
よ
う
求
め
る
手

紙
を
送
る
等
、
離
反
を
防
ご
う
と
し
て

い
ま
す
。
実
際
、元
明
に
同
調
し
な
か
っ

た
武
田
旧
臣
も
多
く
存
在
し
ま
し
た
。

　

な
ぜ
若
狭
衆
は
斜
陽
の
光
秀
を
支
え

よ
う
と
し
た
の
か
。
当
館
の
夏
季
企
画

展｢

戦
国
福
井
と
明
智
光
秀
企
画
展
①

明
智
光
秀
と
越
前･

若
狭
〜
光
秀
は
国

吉
城
に
来
た
の
か
？
〜｣

で
は
、
光
秀

の
出
生
や
若
狭
国
と
の
関
わ
り
か
ら
、

秋
季
企
画
展
の
テ
ー
マ
に
つ
な
が
る
ヒ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

秋
季
企
画
展
で
は
、
本
能
寺
の
変
以

降
の
光
秀
と
こ
れ
に
関
わ
る
若
狭
衆
や

越
前
衆
の
動
向
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
）

まちびと まちびと 水晶浜でのドライブインシアターを
企画･開催した

タソガレシアター実行委員会の皆さん (関連第17頁)

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

掲載しております。

＊上映を終えられての気持ちをお聞かせください。

　｢コロナ禍でも水晶浜から町を盛り上げよう｣と動き出した企画
が、多くの人や企業等の協力により実現でき、うれしく思います。
　今回は、町外からも多くのお客さんに参加いただきました。来場
された皆さんに、水晶浜の素晴らしい景色や特別なロケーションで
見る映画を楽しんでもらえたと思います。

亀
谷　

茂
（
早　

瀬
）

岸
本　

和
子
（
松　

原
）

高
木　

勝
美
（
新　

庄
）

松
下　

幸
子
（
久
々
子
）

成
田　

和
夫
（
中　

寺
）

田
波　

耕　

（
竹　

波
）

三
宅　

宏　

（
大　

藪
）

川
﨑　

和
美
（
久
々
子
）

山
本　

善
昭
（
竹　

波
）

短　

歌

か
を
り
歌
会
美
浜
支
部

親
二
人
暮
せ
る
家
に
週
二
回

　
　
　
　

娘
が
塾
に
訪
お
と
な

ひ
く
れ
る

安
倍
首
相
体
調
く
ず
す
と
職
を
退
く

　
　
　
　

東
京
五
輪
の
晴
れ
の
日
空
し

長
月
と
言
え
ど
も
仕
事
あ
れ
こ
れ
と

　
　
　
　

思
ふ
ば
か
り
の
月
の
過
ぎ
行
く

訪
れ
し
水
晶
浜
は
柵
を
な
し

　
　
　
　

真
夏
と
去
ふ
に
人
の
影
無
し

鎌
で
刈
り
背
負
っ
て
運
び
稲は

さ架
に
干
し

　
　
　
　

天
気
と
勝
負
の
収
穫
の
秋

獣
害
に
め
げ
ず
稲
穂
の
垂
れ
頭

　
　
　
　

頼
も
し
く
見
る
あ
り
が
た
く
み
る

黙
黙
と
小
雨
降
る
中
駆
け
行
け
る

　
　
　
　

背
中
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
に
輝
け
日
の
丸

わ
が
家
の
地
蔵
盆
終
え
や
れ
や
れ
と

　
　
　
　

片
付
け
を
す
る
晩
夏
の
夕
べ

老
い
の
身
に
生な
り
わ
い業
な
れ
ど
欲
も
な
し

　
　
　
　

刈
り
終
へ
し
田
に
空
仰
ぎ
み
る

(前列左から)
和多田 周平
髙木 真宏
南 　宥希

足立 修一
高木 優吾
高木 雄大
笹井 弥一
金森    滋

(後列左から)

(中列左から)
藤長 夏生
足立 美希
大井 美果
柏 　京佑

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

氏　名 住　所

髙　城　茂　弘　＆　(宇　野)　知　子 興道寺

髙　田　悠　生　&　(内山田)　七　海 日　向

◎ご結婚
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人口の動き

■くらしのカレンダー■

古紙

11 月の納税 [納期限 11/30（月）]※納付は口座振替が便利です。

国民健康保険税 (5期 )

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、10月 19日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和 2年11月

15（日）
16（月）

14（土）

13（金）

12（木）

11（水）

10（火）

9（月）

8（日）

7（土）

6（金）

5（木）

4（水）

3（火）

27（金）
26（木）
25（水）
24（火）
23（月）

21（土）

22（日）

20（金）

19（木）

18（水）

17（火）
1（日）

2（月）

28（土)

29（日）

30（月）

　

朝
起
き
る
と
肌
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。秋
か
ら
冬
に
な
り
、気
温
の
変
化

も
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。体
調
を

崩
さ
な
い
よ
う
、し
っ
か
り
と
自
己
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

今
月
は
、水
晶
浜
で
行
わ
れ
た
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
シ
ア
タ
ー
に
取
材
で
伺
い
ま
し
た
。水
晶
浜

に
は
若
者
を
中
心
に
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪

れ
て
お
り
、夕
焼
け
に
染
ま
る
海
や
映
画
等
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、イ
ベ
ン
ト
の
運

営
に
は
、実
行
委
員
の
ほ
か
に
も
多
く
の
方
が

参
加
さ
れ
て
お
り
、若
い
メ
ン
バ
ー
が
多
か
っ

た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、美
浜
を
愛
す
る
気
持

ち「
地
域
愛
」が
形
に
な
っ
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。美
浜
町
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に

も
、こ
う
し
た
活
動
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
ら

せ
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。（
規
）

▽
表
紙
の
写
真

　

10
月
3
日
に
、行
わ
れ
た
美
浜
東
小
学
校
の

体
育
大
会
の
様
子
で
す
。表
紙
の
リ
レ
ー
で

は
、各
色
の
走
者
た
ち
が
声
援
を
受
け
な
が
ら

懸
命
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。

令和2年10月1日現在

人口総数
    9,323人
男 4,573人
女 4,750人

前月比
（－  3）
（±  0）
（－  3）

世帯数
  3,694世帯 (±  0)

美浜美術展(なびあす)～26日
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

19:00～地域“あいあい”ほっとミーティング
　　　　　　　　　　　　　　(美浜東小学校)

19:00～地域“あいあい”ほっとミーティング
　　　　　　　　　　　　 (三方青年の家艇庫)

  8:00～住民健診[特定健診、肺･胃･大腸がん
　　　　検診](東部診療所)
13:00～住民健診[特定健診、肺･大腸･子宮･乳
　　　　がん検診](東部診療所)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)
  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

勤労感謝の日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～1歳6か月児健診(はあとぴあ)

  8:00～ハートフル朝市感謝セール
　　　　　　　　　　　　(久々子水神公園広場)   

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

  8:00～住民健診[特定健診、肺･胃･大腸がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　　(体育センター)
13:00～住民健診[特定健診、肺･大腸がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　　(体育センター)
　
文化の日
  8:30～町政功労者表彰式(なびあす)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
10:00～ミニさくらんぼ(南西郷公民館)

  9:00～ハートフルウォーク2020(町総合体育館)
  9:00～みはま土曜歴文講座(町役場)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)
  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

10:00～1歳児教室(はあとぴあ)

19:00～地域“あいあい”ほっとミーティング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(なびあす)

11:00～みはま土曜歴文講座(町歴史文化館)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)


